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はじめに
　今日，日本国内をはじめ北海道や江別市に
おいても児童の体力低下が指摘されている。
中学生の体力は改善傾向がみられるが，小学
校においては依然として体力の低下が指摘さ
れている1）。筆者らは，平成21年度から江別
市教育委員会と連携し，「江別市内における
児童生徒の体力向上に関する実践的調査研
究」を行ってきた。
　平成21年度は，「全国体力・運動能力，運動習
慣等調査」１）の結果から，江別市内のＡ小学
校の児童の体力水準について分析を行った2）3）。
　平成22年度は，大学近隣のＡ小学校２年生，
３年生を対象として，教員を目指す学生が中
心となって「朝の運動プログラム」を実施し，
その効果を検証した4）5）。
　平成23，24年度は対象者を１，２年生とし
て「朝の運動プログラム」を実施した6）7）8）9）。
　平成25，26年度は，これまでの朝運動プ
ログラムの目的である，「運動好きの子ども
の育成」，「体力・運動能力の向上（特にコ
ーディネーション能力の向上）」に，上位学
年の参加による「ジュニアリーダー（以下，
Jr.L）育成と異学年交流」という新たな視点
を加え実施することした10）11）12）13）。
　平成27年度は，昨年度からの「Jr.L育成と異
学年交流」という視点を重視し，Jr.Lへのさら
なる指導の重点化をねらいとして実施した14）。
　平成28年度は，Jr.L育成と異学年交流とい
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う視点からの最終形態を目指し，「子ども社
会における遊び集団−遊びのリーダー育成
−」を重視し，Jr.L中心の遊び環境の支援と
提供をねらいとし実施した15）。
　平成29年度は，前年度からのねらいである
「子ども社会における遊び集団−遊びのリー
ダー育成−」に引き継ぎ重点を置き，実施内
容の作成や検討及び実施と全ての活動をJr.L
に任せ，Jr.Lが自分たちの力で自由に運動遊
びを作り上げることを目指し実施した。
　本研究は平成29年度に実施した朝運動プロ
グラムの内容について示し，体力測定結果，
アンケート結果から，朝の運動プログラムの
効果について検証することを目的とする。
研究方法
１．対象
　対象は，江別市内のＡ小学校（全校児童154
名，平成29年５月１日現在）の１年生29名（男
子14名，女子15名）であった。また，過去３
年間に朝運動を経験してきた４〜６年生で自
主的に参加を希望した26名（４年生９名，５
年生９名，６年生８名）をJr.Lとして位置づ
けた。Jr.Lには，「任命証」を渡し，リーダー
としての自覚を促した。１年生との合同日と
Jr.Lのみでの活動として「Jr.L会議」を設け交
互に実施し，「Jr.L会議」では１年生への指導
に備え，内容・ルールを検討する活動とした。
29年度は，３回を１クールとして，Jr.Lのみ
の運動遊びや遊び内容を検討する「Jr.L会議」，
１年生との合同日を繰り返し実施した。また，
昨年度までとは異なり，１年生の指導にあた
るメインのJr.Lは遊び毎に希望者を募り，Jr.L
の自主的・主体的活動を重視し実施した。
２．「朝の運動プログラム」内容
　対象の児童に対し，平成29年４月25日〜
12月５日までの期間に，午前８時00分〜20
分までの20分間に「朝の運動プログラム」を
全27回実施した。
　「朝の運動プログラム」とは，体を動かす
遊びを中心とした運動プログラムの実践を通
して，運動の楽しさを子どもたちへ伝えるこ
とを目的とし，そのことによって子どもの生
活における運動習慣が促進され，体力・運動
能力の向上を図るものとした。同時にコミュ
ニケーション能力の醸成を図るために運動遊
びの形式を取り入れ，「生きる力」の基礎作
りもねらいとした。
　また，Jr.Lには異学年交流による「リーダ
ーシップ性育成」を目標とした。
　具体的な目標は以下の３点である。
１）運動・遊び好きの子どもの育成
　「汗を流すと気持ちいい」，「運動すること
が楽しい」と感じることのできる子どもの育
成をめざす。これにより生活スタイルの中に
運動を取り入れ，運動習慣の確立をねらう。
２）基礎的・基本的運動を学び，体力の向上
　様々な動きを体験し，あらゆる運動やスポ
ーツの基礎となる運動を経験し，体力の向上
をめざす。
３）コミュニケーション能力の向上
　仲間とともに運動の場と時間を共有し，声を
合わせ体を動かしたり，競争して遊ぶことによ
って，コミュニケーション能力の向上をめざす。
　特に，Jr.Lはリーダシップの育成をめざした。
３．運動プログラムの指導体制
　教育職員を目指している北翔大学生涯スポ
ーツ学部スポーツ教育学科学生，教育文化学
69
部教育学科学生，短期大学部こども学科学生
が中心となって，「朝の運動プログラム」の指
導にあたった。１回につき５〜10名の指導体
制で，１名がJr.Lの補助指導者となり，他の
学生がサブ指導者として指導にあたった。事
前にプログラムの検討を行い，実施した。
４．プログラムの検証
　プログラム開始前と終了時に文部科学省の
「新体力テスト」1）を実施した。
　新体力テストで実施した種目は，「握力」，
「上体起こし」，「長座体前屈」，「反復横跳び」，
「20mシャトルラン」，「立ち幅跳び」の室内
で実施できる６種目であった。
　新体力テストの測定項目において，それぞ
れの平均値と標準偏差を算出し，６月と12月
の変化については，対応のあるｔ検定（両側）
を用いた。有意水準はp<0.05とした。
結果および考察
１．運動プログラムの実践内容
　実施した運動プログラム概要を表１に示す。
　ジュニアリーダー（以下，Jr.L）のみの活
動日とJr.L会議，１年生との合同日の３回を
１クールとして実施した。
　昨年度までと同様にJr.Lのみの活動日に
は，遊びの中心となるJr.L自身が全力で運動
遊びを経験する日を設けた。「Jr.L会議」で
は，１年生との実施プログラムの内容やルー
ル，使用する道具の検討をした。１年生との
合同日では,自主的にメイン指導者を希望し
たJr.L（２〜３名）が中心となり運動遊びを
展開した。
　１回目は大学生が鬼役となりJr.Lはケンス
テップを持った鬼を追いかけ,鬼にタッチす
るとケンステップを１枚もらえる「ケンステ
ップ鬼」を実施した。
　２回目では，Jr.L全員で１年生に教える「運
動遊び」を考え，案の候補の中から実際に遊び
を試しながら１年生と遊ぶ時に必要となるル
ールや改善点を話し合う活動として実施した。
　３回目では，１年生との合同日としてJr.Lが
中心となり，「小魚鬼」を走運動として実施した。
　４〜６回目では，コーンをジグザグに走り
抜けたり平ゴムを潜り抜け進んでいく「ぐる
っとダッシュ」を走運動として実施した。平
ゴムに触れずに自身の体を意識しながら潜り
抜け，鬼の大学生にタッチされないようにタ
イミングをはかり走り抜けるなどといった全
身を使った活動とした。
　７〜９回目では，人数より３〜４個少ない
数のフラフープを配置し，鬼の出題したお題
に当てはまる人は両隣以外の別なフラフープ
へとダッシュで移動しなくてはならない「巨
大フルーツバスケット」を走運動として実施
した。言葉に瞬時に反応し全力で走ることを
ねらいとした。
　10〜12回目では，走，跳運動として「な
かよしリレー」を実施した。４コーナーから
同時にスタートしチーム毎にペアで手をつな
いで障害物を越えていく。タイミングやバラ
ンスをはかりペアで息を合わせての運動を経
験することをねらいとした。
　13〜15回目では，跳運動として歌に合わ
せてリズミカルに跳び進む「カンガルーの遠
足」を実施した。Jr.Lはケンステップの中を，
１年生はJr.Lの横について跳び，進み歌の終
わりでJr.Lがスタート時と同じ間隔を保って
いれば成功となる。音に合わせてリズミカル
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に体を動かすことをねらいとして活動した。
　16〜18回目では，複合的運動として「障
害物リレー」を実施した。４コーナーから同
時スタートし，跳び箱よじ登りジャンプ，平
均台渡り，紙ボールシュートをダッシュで進
んでいく。１年生とJr.Lは障害物の難易度を
変化させて活動した。
　19〜21回目では「コロコロリレー」を実施
した。体育館４コーナーから同時にスタート
し，ダッシュで障害物を越えながら進んでい
く複合的運動遊びである。体を横にしてマッ
トの上を転がり続けるなど非日常的な体の使
い方を経験することをねらいとして活動した。
　22〜24回目では，投運動として「玉入れ
競争」を実施した。２チームにわかれ，床に
置かれた段ボールやフラフープを目掛けて紙
ボールを投げ続ける。段ボールやフラフープ
毎に貰える得点は異なり紙ボールを中に入れ
る事が出来ると得点となる。狙う段ボールな
どの難易度が高いほど得点も高くなる。狙っ
て投げる事や投動作時の力加減を経験するこ
とをねらいとして活動した。
　25〜27回目では，走，投運動として「ボ
ール鬼」を実施した。制限された範囲内での
鬼ごっこであり，ボールを拾った人が鬼とな
り逃げ手はボールをよけながら逃げる。ボー
ルに当たった場合はコーン外側を１周全力で
ダッシュすることで再度コーン内側の鬼ごっ
こゾーンに復活できる。周りを良く見ながら
全力で走ったり，ボールを狙い当てるなど，
思いきり運動を楽しむことをねらいとして活
動した。
表１　平成29年度　朝運動プログラム実施内容
回 月日 曜日 項　目 内　容
1 4/25 火
走運動
（リーダーのみ）
ケンステップ鬼：ケンステップを持った鬼を追いかける鬼ごっこ。鬼に
タッチするとケンステップを１枚もらえる。鬼により持っているケン
ステップの色は異なり各色集めることを目指して遊ぶ。
2 28 金
走運動
（リーダー会議）
運動あそびを考えよう！：Jr.L全員で１年生に教える走る遊びを考える。
　遊びの案の中から候補が決まったら，実際に遊びながら1年生と遊ぶ
時に必要なルールや改善点を話し合う。
小魚鬼：鬼はサメとなり逃げる小魚を追いかける鬼ごっこ。サメにつか
まった小魚はサメの子分となりサメの後ろをくっついて走る。最後に
残っている小魚の数でサメとの勝敗が決まる。
3 5/9 火
走運動
（合同日）
小魚鬼：鬼はサメとなり逃げる小魚を追いかける鬼ごっこ。サメにつか
まった小魚はサメの子分となりサメの後ろをくっついて走る。最後に
残っている小魚の数でサメとの勝敗が決まる。
4 12 金
走
支持運動
（リーダー会議）
潜って逃げてボールを集めろ！：ダッシュで障害物を越え，ゴールのバ
ケツに紙ボールを集めていくチーム対抗戦の遊び。ボールを１個拾い，
持ったまま体が平ゴムに触れないように潜り抜ける。平ゴムに触れず
に潜り抜けられたらボールを持ったまま進める。次の紙ボールエリア
でまた1個拾い，鬼エリアの大学生にタッチされないようにタイミン
グをはかりながら走り抜ける。終了の合図があるまでスタートから
ゴールまでを繰り返し遊び，最後に紙ボールをかごに多く貯めたチー
ムの勝ちとなる。
5 16 月
走
支持運動
（リーダー会議）
ぐるっとダッシュ：ダッシュでスタートしコーンをジグザグに走り抜け進
み，平ゴムゾーンではゴムに体が触れないように潜り抜け，鬼ゾーンで
は鬼にタッチされないようにタイミングをはかりダッシュで走り抜ける。
終了の合図があるまで繰り返し遊ぶ。
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6 19 火
走運動
（合同日）
ぐるっとダッシュ：ダッシュでスタートしコーンをジグザグに走り抜け進
み，平ゴムゾーンではゴムに体が触れないように潜り抜け，鬼ゾーンで
は鬼にタッチされないようにタイミングをはかりダッシュで走り抜け
る。終了の合図があるまで繰り返し遊ぶ。
7 6/6 火
走運動
（リーダー会議）
巨大フルーツバスケット：人数より３〜４個少ない数のフラフープを配置
し，鬼の出題するお題に当てはまる人は両隣以外の別のフラフープへと
ダッシュで移動する。移動時にフラフープに入れなかった人が次回の鬼
となる。
8 9 金
走運動
（リーダー会議）
巨大フルーツバスケット：人数より３〜４個少ない数のフラフープを配置
し，鬼の出題するお題に当てはまる人は両隣以外の別のフラフープへと
ダッシュで移動する。移動時にフラフープに入れなかった人が次回の鬼
となる。
9 13 火
走運動
（合同日）
巨大フルーツバスケット：人数より３〜４個少ない数のフラフープを配置
し，鬼の出題するお題に当てはまる人は隣以外の別のフラフープへと
ダッシュで移動する。移動時にフラフープに入れなかった人が次回の鬼
となる。
14 水
体力測定
（1年生）
握　　　力：強く握る力を測定。左右の平均値を求める。
長座体前屈：長座の姿勢で前屈をし，柔軟性を測る。
立ち幅跳び：その場から遠くへ跳ぶ力を測定。
上体起こし：30秒間に上体を起す回数を測定し，腹筋の力を測定。
反復横跳び：１ｍ間隔の3本のラインを20秒間にできるだけ素早く左右に
　　　　　往復し，敏捷性を測定。
20ｍシャトルラン：20ｍの距離を何往復できるかを測定し，持久力を測定。
10 20 火
走運動
（リーダー会議）
ぐるっとリレー：４コーナーから同時にスタートし，跳び箱ジャンプやミ
ニハードルの障害物を越えていくリレーあそび。１人１周走ったら次走
者へとケンステップの襷を渡していき，アンカーは体育館中央のコーン
へとケンステップをかける。ケンステップをかけた順で順位が決まる。
11 27 火
走
跳運動
（リーダー会議）
なかよしリレー：チーム内のペアごとに手をつないで進んでいくリレー遊
び。各チームが４コーナーからペアごとに手をつないで同時にスタート
する。ケンパゾーンや跳び箱とび越えゾーンをペアで息を合わせながら
ダッシュで跳び進む。アンカーは中央のコーンへケンステップをかける。
ケンステップをかけた順で順位が決まる。
12 7/4 火
跳運動
（合同日）
なかよしリレー：チーム内でリーダーと1年生でペアをつくり手をつない
で進んでいくリレー遊び。各チームが４コーナーからペアごとに手をつ
ないで同時にスタートする。ケンパゾーンや跳び箱とび越えゾーンをペ
アで息を合わせながらダッシュで跳び進む。アンカーは中央のコーンへ
ケンステップをかける。ケンステップをかけた順で順位が決まる。
13 7 金
跳運動
（リーダー会議）
カンガルーの遠足：円陣をつくり歌に合わせてケンステップをリズミカルに
跳び進む。歌の終わりでスタート時の間隔を保っていれば成功となる。
14 18 火
跳運動
（リーダー会議）
カンガルーの遠足：円陣をつくりケンステップを歌に合わせてリズミカル
に跳び進む。歌の終わりでスタート時と同じ間隔を保っていれば成功と
なる。
15 8/22 火
跳運動
（合同日）
カンガルーの遠足：円陣をつくり歌に合わせてケンステップをリズミカル
に跳び進む。リーダーはケンステップの中を跳び，1年生はリーダーの
横について跳び進む。歌の終わりでリーダーがスタートと同じ間隔を
保っていれば成功となる。
16 25 金
複合的運動
（リーダー会議）
障害物リレー：４コーナーからスタートし，跳び箱よじ登りジャンプ，平
均央渡り，ボールシュートをダッシュで進んでいく。アンカーが体育館
中央に置かれたコーンへケンステップをかけた順で順位が決まる。
17 29 火
複合的運動
（リーダー会議）
障害物リレー：４コーナーからスタートし，跳び箱よじ登りジャンプ，平
均央渡り，ボールシュートをダッシュで進んでいく。アンカーが体育館
中央に置かれたコーンへケンステップをかけた順で順位が決まる。
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18 9/5 火
複合的運動
（合同日）
障害物リレー：リーダーと１年生の合同チームで遊ぶ。４コーナーからス
タートし，跳び箱よじ登りジャンプ，平均台渡り，紙ボールシュートを
ダッシュで進んでいく。アンカーが体育館中央に置かれたコーンへケン
ステップをかけた順で順位が決まる。（ケンステップはバトンがわりと
し，たすきがけにする）
19 11/7 火
複合的運動
（リーダー会議）
コロコロリレ ：ー４コーナーからスタートし，マット転がり，ミニハードル，
ボール転がしのゾーンをダッシュで進んでいく。アンカーが体育館中央
のコーンへケンステップをかけた順で順位が決まる。（ケンステップは
バトン代わりとしたすきがけにする）
20 10 金
複合的運動
（リーダー会議）
コロコロリレ ：ー４コーナーからスタートし，マット転がり，ミニハードル，
ボール転がしのゾーンをダッシュで進んでいく。アンカーが体育館中心
に置かれたコーンへケンステップをかけた順で順位が決まる。（ケンス
テップはバトン代わりとし、たすきがけにする）
21 14 火
複合的運動
（合同日）
コロコロリレ ：ー４コーナーからスタートし，マット転がり，ミニハードル，
ボール転がしのゾーンをダッシュで進んでいく。アンカーが体育館中心
に置かれたコーンへケンステップをかけた順で順位が決まる。（ケンス
テップはバトン代わりとしたすきがけにする）
22 17 金
投運動
（リーダー会議）
玉入れ競争：床に置かれた段ボールやフラフープをめがけスポンジボール
（小）を投げ，上手く中に入れる事が出来ると得点が貰えるチーム対抗
戦の遊び。段ボールやフラフープ毎に貰える得点は異なり難易度が高い
ほど得点も高くなる。
23 21 火
投運動
（リーダー会議）
玉入れ競争：床に置かれた段ボールやフラフープをめがけスポンジボール
（小）を投げ，上手く中に入れる事が出来ると得点が貰えるチーム対抗
戦の遊び。段ボールやフラフープ毎に貰える得点は異なり難易度が高い
ほど得点も高くなる。
24 24 金
投運動
（合同日）
玉入れ競争：床に置かれた段ボールやフラフープをめがけスポンジボール
（小）を投げ，上手く中に入れる事が出来ると得点が貰えるチーム対抗
戦の遊び。段ボールやフラフープ毎に貰える得点は異なり難易度が高い
ほど得点も高くなる。
25 28 火
投・走的運動
（リーダー会議）
遊びをかんがえよう！：1年生と遊ぶ最後の遊びを考える。これまでの合
同日の遊びを振り返りながら「最後はどんな運動遊びがしたいか」，「1
年生が喜んで遊ぶか」をJr.Ｌ全員で考える。
ボール鬼：４か所に置かれたコーンの中での鬼ごっこ。鬼はボールを持ち
追いかけ，逃げ手はボールをよけながら逃げる。ボールに当たった場合
はコーンの外側を１周全力でダッシュすると再度コーン内側の鬼ごっこ
ゾーンに復活できる。
26 12/1 金
投・走運動
（リーダー会議）
ボール鬼：４か所に置かれたコーンの中での鬼ごっこ。鬼はコーンの外か
ら逃げ手を狙いボールを投げる。逃げ手はボールをよけながら逃げる。
ボールに当たった場合はコーンの外側を１周ダッシュすると再度コーン
内側の鬼ごっこゾーンに復活できる。
27 5 火
走・投・
支持運動
（合同日）
ボール鬼：４か所に置かれたコーンの中での鬼ごっこ。ボールを拾った人
が鬼となり逃げ手はボールをよけながら逃げる。ボールに当たった場合
はコーンの外側を１周ダッシュすると再度コーン内側の鬼ごっこゾーン
に復活できる。
13 水
体力測定
（1年生）
握　　　力：強く握る力を測定。左右の平均値を求める。
長座体前屈：長座の姿勢で前屈をし，柔軟性を測る。
立ち幅跳び：その場から遠くへ跳ぶ力を測定。
上体起こし：30秒間に上体を起す回数を測定し，腹筋の力を測定。
反復横跳び：１ｍ間隔の3本のラインを20秒間にできるだけ素早く左右に
　　　　　往復し，敏捷性を測定。
20ｍシャトルラン：20ｍの距離を何往復できるかを測定し，持久力を測定。
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図５　リーダー会議
図３　ケンステップ鬼
図６　合同日
図４　障害物リレー
図１　コロコロリレー 図２　カンガルーの遠足
２．児童の体力および運動能力の変化
１）新体力テストの６月と12月との比較
　表２，表３にプログラム開始時（６月）と
終了時（12月）のＡ小学校の新体力テストの
測定結果を示した。
　Ａ小学校の１年生男子13名に関しては，６
月の平均値と比較して，12月の平均値は，握
力以外の全ての項目で向上した。特に，長座
体前屈，上体起こし，シャトルランの項目で
は統計上有意な差があった。また，12月の平
均値では，全ての項目において，小学校１年
生男子の全国平均値16）より高い値となった。
　Ａ小学校の１年女子14名に関しては，立ち
幅跳び，握力，長座体前屈，上体起こし，シ
ャトルランの項目で，６月より12月の方が高
い値となった。特に，立ち幅跳び，握力，上
体起こしの項目では統計上有意な差があった。
　12月の平均値と全国平均値では，反復横跳
び以外の全ての項目において，小学校１年生
女子の全国平均値より高い値となった。
　以上のことから，指導した朝運動プログラ
ムは対象の１年生の体力・運動能力向上に貢
献できたと考える。
３．アンケート調査結果
　全プログラム終了後に対象の児童と保護者
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にアンケート調査を実施した。
１）１年生へのアンケート
　児童へのアンケートの集計結果を表４〜表
８に示す。
　「朝の運動は楽しかったですか？」（表４）
という問いに対して，「①とても楽しかった」
と回答したのが16名であった。「②楽しかっ
た」と回答したのが７名，「③楽しくなかった」
と回答した児童はいなかった。
　「朝の運動をするようになって前より運動
が好きになりましたか？」（表５）という問
いに対して，「①とても好きになった」と回
答したのが14名，「②好きになった」と回答
したのが９名，「③きらいになった」と回答
した児童はいなかった。
　以上の結果から，１年生は朝運動を好意的
にとらえ，有意義な運動の時間として活動し
ていたことより，今年度の朝運動プログラム
は１年生にとって適したプログラム内容だっ
たといえる。
　「朝の運動をするようになって生活の仕方
がどのように変わりましたか？」（表６，複
数回答可）という問いに対して，「①いつも
より朝食をとるようになった」と回答したの
が０名，「②自分で起きられるようになった」
が４名，「③体を動かして遊ぶことが多くな
った」が７名，「④勉強が面白くなった」が
５名，「⑤遊ぶ友だちが増えた」が５名，「⑥
変わらなかった」が８名，「⑦そのほか」が
０名，回答なしが１名であった。
　この質問から朝の運動プログラムを通し
て，子どもたちは体を動かして遊ぶことの楽
表２　体力測定結果（Ｈ29）Ａ小学校１年生男子（n=13）
種目 立ち幅跳び 握力 長座体前屈 上体起こし 反復横跳び シャトルラン
単位 （m） （㎏） （㎝） （回） （回） （回）
1年男子全国平均値 114.36 9.44 26.26 11.64 28.13 19.22
標準偏差（SD） 17.82 2.30 6.63 5.60 5.34 9.71
A1男子（６月） 118 10 26 13 31 26
（SD） 15.0 1.7 6.3 5.8 2.3 10.7
A1男子（12月） 126.2 10.0 32.7 14.1 31.8 31.0
（SD） 21.11 2.25 7.04 6.14 5.25 12.19
ｔ検定６月vs12月 n.s. n.s. ** * n.s. **
n.s.：no significant，*：p<0.05，**：p<0.01　
表３　体力測定結果（Ｈ29）Ａ小学校１年生女子（n=14）
種目 立ち幅跳び 握力 長座体前屈 上体起こし 反復横跳び シャトルラン
単位 （m） （㎏） （㎝） （回） （回） （回）
1年女子全国平均値 107.41 8.81 28.23 11.25 27.51 16.37
標準偏差（SD） 16.28 2.22 6.28 5.17 4.54 6.67
A1女子（６月） 113.9 8.9 27.1 11.2 28.0 25.6
（SD） 13.9 1.7 7.7 3.3 1.9 9.9
A1女子（12月） 123 10 31 14 27 28
（SD） 13.2 1.7 5.5 3.1 3.7 8.3
ｔ検定６月vs12月 * *  n.s. * n.s. n.s.
n.s.：no significant，*：p<0.05，**：p<0.01　
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しさを経験し，主体的に運動遊びに取り組む
機会が増加したと考えられる。
　「全部で朝の運動は10回ありましたが，回数
はどうでしたか？」（表７）という問いに対し
て，「①もっと朝の運動の日を増やしてほしい」
と回答したのが14名，「②今と同じくらいがよ
い」と回答したのが８名，「③へらしてほしい」
と回答したのが１名であった。この質問から
児童は運動あそびを通した異学年交流の機会
の増加を望んでいると考えられる。
２）保護者へのアンケート
　「朝の運動プログラム」の全日程が終了後
に，保護者を対象としてアンケート調査を実
施した。１年生の保護者26名が回答した。
　「お子様は，朝の運動を楽しみに参加して
いる様子が見られましたか？」という問いに
対し，「①みられた」と回答した保護者は13名，
「②みられない」と回答したのが保護者１名
であった。｢③どちらでもない｣ と回答した
のが保護者11名であった。
　「朝の運動を実施して学校生活に変化が見
られましたか？」（自由記述）の問いに対し，
保護者からは，「朝運運動がある日は少し早
く登校していた。楽しみにしているようだっ
た。」，「早起きの習慣がついた。体育の授業
以外に運動がする時間があるのは体力作り
や，ストレス発散に良いと思う。」，「体育以
外に運動が出来るのが楽しい。」，「朝運動が
ある日はいつもより早く出なければならない
ので自分の時間を気にして準備できるように
なった。」，「朝早く身支度をして出れる日が
あった。」等の回答があった。
　「朝運動の取り組みに対するご意見，感想，
要望などがあればご自由にご記入お願いしま
表４　朝の運動は楽しかったですか？（人数）
選択肢 １年生
①　とても楽しかった 16
②　楽しかった 7
③　楽しくなかった 0
回答なし 0
表５　朝の運動をするようになって前より運
動が好きになりましたか？（人数）
選択肢 １年生
①　とても好きになった 13
②　好きになった 9
③　きらいになった 0
回答なし 0
表７　全部で朝の運動は10回ありましたが，
階数はどうでしたか？
選択肢 １年生
①　もっと朝の運動の日を増やしてほしい 14
②　今と同じくらいがよい 8
③　へらしてほしい 1
表８　体育の授業のほかに１時間以上運動する
日が１週間に何回ありますか？
月 火 水 木 金 土 日
スポーツ少年団 1 1
運動教室 1 3 5 2 1
友達や家族と
自由遊び
1 5 3
回答なし 6
表６　朝の運動をするようになって，生活の仕
方がどのように変わりましたか？（人数）
選択肢 １年生
①　いつもより朝食をとるようになった 0
②　自分で起きられるようになった 4
③　体を動かして遊ぶことが増えた 7
④　強強が面白くなった 5
⑤　遊ぶ友だちが増えた 5
⑥　変わらなかった 8
⑦　そのほか 0
回答なし 1
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す。」の問いに対し，保護者からは「朝から
身体を動かすことで，すがすがしい気持ちで
１日をスタートできると思うので良いと思い
ます。」，「朝から体を動かすことは，脳の活
性化や全ての事に良い作用をもたらすので，
積極的に取り組んで頂ければと思います。」，
「今後もぜひ続けてほしいです。」，「朝運動を
することはいいことだと思うので続けていた
だきたいです。」，「本人は楽しかったけれど
時間が短いと思っていたようです。働いてい
て習い事はあまりさせてあげられないので，
運動の機会を作って頂けるのは有り難いで
す。朝早くに大変だったと思いますが，あり
がとうございました。」等の意見があった。
　以上のことから，１年生は「朝運動のプロ
グラム」を楽しみにしていたといえ，朝運動
が運動の機会の増加や異学年交流，さらに学
校生活の活発化などに貢献できたと考える。
まとめと考察
　平成29年４月〜12月まで全29回（うち体
力測定２回）の「朝の運動プログラム」を江
別市内のＡ小学校の１年生29名，Jr.L26名を
対象として実施した。
　プログラム前後の体力測定の結果，１年生男
子の握力，女子の反復横跳びを除くすべての
項目で，６月の値に比べ12月の値が向上した。
　アンケート調査からは，１年生及び保護者
も朝運動を肯定的にとらえていたといえる。
さらに，参加児童の実態として１年生は平日
の「友達や家族との運動あそび」の時間が著
しく少ない事が明確になり，あそび集団の重
要性とあそびの手軽さが今後の課題となった。
　また，１年生は朝運動実施日の１クール（３
回）に１回という少ない参加日の中で，Jr.L
に運動あそびを教えてもらうという経験が今
後の運動の機会の増加や運動習慣の確立に影
響するとともに，「自分もJr.Lみたいになり
たい」とJr.Lに対しての憧れを抱く事のでは
ないかと考えられる。それらにより，自身
がJr.Lにしてもらったように下級生に対して
「運動あそびを教えてあげる」という場が朝
運動の活動日以外でも自然と生まれ繰り返さ
れていくのではないかと考える。
　来年度もこのプログラムは継続実施される
ことが決定しているので，プログラムの更なる
見直しをはかり，子どもたちが意欲的に，また
主体的に興味を持って取り組めるようなプロ
グラム開発とその効果を検証していきたい。
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